
西村万里子教授 「公共政策(政策提言)ゼミ」 
2024年度 ゼミ生の声 

 
【はじめに】 
こんにちは。2024年度ゼミ長の冨田です。 
このページでは、今年度の西村教授のゼミの様子について紹介します。 
法学部ではゼミが多く開講されているため、ゼミ選びが大変だと思います。 
この記事が皆様のゼミ選びの一助になれば幸いです。 

 
【ゼミの特徴】 

今年度は政治学科(JP)18名、消費情報環境法学科(JC)2 名の計 20 人で構成されていま
す。ゼミにしては人数が多く、活気あふれるゼミです。 
 
【ゼミの魅力】 
西村ゼミの一番の魅力は、なんといっても教授の温かさにあります。西村教授は、学生に

対して丁寧に接してくださり、意見や質問にも真摯に応じてくれます。そのため、ゼミ生は
自分の意見を積極的に発言でき、わからないところはしっかり質問して理解できるという、
成長できる場になっています。 
また、ゼミ生同士の仲が非常に良く、授業の中だけでなく、日常的に連絡を取り合って交

流している人もいます。学年を越えた先輩との交流も多く、経験豊富な先輩から貴重なアド
バイスをもらう機会もあります。 
さらに、懇親会などのイベントが定期的に企画されており、親睦も深められる点が大きな

魅力です。 
このように、西村ゼミは学びと交流が充実したゼミとなっています。 

 
【活動内容】 
ゼミの主な活動は、ISFJ (日本政策学生会議)での発表です。ゼミ生自身がテーマを決め、

そのテーマに基づいて政策提言を行います。政策の課題分析から具体的な提案まで、自分た
ちで一から考えるため、実践的な政策立案の経験を積むことができます。 
 
【おわりに】 
 政策提言という言葉だけ聞くと、難しそうだと感じる人も多いかもしれません。しかし、
西村ゼミでは、教授や先輩のサポートを受けながら、ゼミ生ひとりひとりが自分のペースで
学びを深められる環境が整っています。また、ゼミ生同士の交流や支え合いもあるため、そ
れが学生生活をより充実したものにしてくれます。 
皆さんもぜひ、西村ゼミでともに成長し、新たな挑戦に取り組んでみませんか？ 


